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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の表示手段に表示可能な出力用映像信号を出力する映像信号処理装置であって、
　入力用映像信号を受け、該入力用映像信号に基づき映像信号入力処理を行って書き込み
用映像データを出力する入力部と、
　少なくとも１フレーム分の映像データの書き込み及び読み出しが可能なフレームメモリ
と、
　前記書き込み用映像データを前記フレームメモリに書き込む書き込み動作と、前記フレ
ームメモリに書き込まれた最新の前記書き込み用映像データを読み出し、前記書き込み用
映像データに基づき読み出し用映像データを得る読み出し動作とを行うフレームメモリア
クセス部と、
　前記読み出し用映像データに基づき映像信号出力処理を行って前記出力用映像信号を出
力する出力部とを備え、前記入力部、前記フレームメモリ、前記フレームメモリアクセス
部及び前記出力部とにより映像信号処理主要部を構成し、
　前記映像信号処理主要部に電源を供給する電源部と、
　前記入力部による前記映像信号入力処理及び前記フレームアクセス部による前記書き込
み動作の制御が可能な制御部とをさらに備え、
　前記制御部は、外部より動作モード信号を受け、該動作モード信号が省電力モードを指
示する場合、前記入力部による前記映像信号入力処理及び前記フレームメモリアクセス部
における前記書き込み動作を停止させる省電力制御を実行し、
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　前記映像信号処理主要部は第１の所定数の第１種映像信号処理主要部及び第２の所定数
の第２種映像信号処理主要部を含み、
　前記第１の所定数の第１種映像信号処理主要部は、それぞれ前記入力部、前記フレーム
メモリ、前記フレームメモリアクセス部及び前記出力部を有し、
　前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部は、それぞれ前記入力部、前記フレーム
メモリ、前記フレームメモリアクセス部及び前記出力部を有し、
　前記映像信号処理装置は、
　前記第１の所定数の第１種映像信号処理主要部よりそれぞれ得られる前記出力用映像信
号を第１の所定数の中間出力映像信号として受け、該第１の所定数の中間出力映像信号そ
れぞれを第２の所定数の中間入力映像信号のいずれかとして切り換え出力可能な映像信号
変換部をさらに備え、
　前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部は前記第２の所定数の中間入力映像信号
をそれぞれ前記入力用映像信号として受け、
　前記動作モード信号は前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部それぞれにおける
省電力モードの有無を指示する信号を含み、
　前記制御部は前記映像信号変換部の切り換え出力内容を制御可能であり、前記動作モー
ド信号及び前記映像信号変換部の切り換え出力内容に基づき、前記第１の所定数の第１種
映像信号処理主要部及び前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部それぞれに対して
個別に前記省電力制御を実行する、
映像信号処理装置。
【請求項２】
　請求項１の映像信号処理装置であって、
　前記制御部による前記省電力制御は、前記動作モード信号が省電力モードを指示する場
合、前記映像信号入力処理及び前記書き込み動作を所定時間間隔毎に間欠的に実行させな
がら、前記映像信号入力処理及び前記書き込み動作を停止させる制御を含む、
映像信号処理装置。
【請求項３】
　請求項１あるいは請求項２の映像信号処理装置であって、
　前記映像信号処理主要部内における少なくとも前記入力部及び前記フレームメモリアク
セス部を冷却する冷却動作を行う冷却機構をさらに備え、
　前記制御部は、前記冷却機構の前記冷却動作をさらに制御可能であり、
　前記省電力制御は、前記冷却機構における前記冷却動作による冷却能力を低減化させる
制御を含む、
映像信号処理装置。
【請求項４】
　請求項１記載の映像信号処理装置であって、
　前記第１の所定数の第１種映像信号処理主要部は少なくとも一つの入力ボードとして分
類可能に構成され、
　前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部は少なくとも一つの出力ボードとして分
類可能に構成され、
　前記制御部は前記動作モード信号に基づき、前記少なくとも一つの入力ボード及び前記
少なくとも一つの出力ボードそれぞれに対して一括して前記省電力制御を実行する、
映像信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、入力された映像信号に所定の映像処理を行い、液晶ディスプレイやプロジ
ェクタ等の所定の映像表示手段に映像信号を出力する映像信号処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、１９２０×１２００ｐや１９２０×１０８０ｐ等に代表されるように、高解像度
の映像信号を表示する映像表示装置が一般的となっている。対して、表示する映像ソース
には、様々な解像度（例えば、６４０×４８０や１０２４×７６８など）が存在しており
、さらにＤＶＤプレーヤーなどから出力されるビデオ信号なども存在する。
【０００３】
　したがって、高解像度を有する映像表示装置上で映像表示を行うべく、映像信号に所定
の映像処理を行う映像信号処理回路（装置）が必要なる。すなわち、所定の入力用映像信
号に所定の映像処理を行い、液晶ディスプレイやプロジェクタ等の所定の映像表示手段に
対応した出力用映像信号を出力する装置である映像信号処理装置が必要なる。
【０００４】
　このような映像信号処理装置は、高解像度な映像表示装置に対応した出力用映像信号を
出力する機能を実現すべく、大規模でかつ非常に高速で動作することが要求されている。
このような映像信号処理装置を構成するＡＤコンバータや、フレームメモリ、またそのフ
レームメモリを制御する制御デバイスは、高速化に伴い、発熱量が非常に大きくなること
が一般的に知られている。これらの各デバイスが発熱することにより、各デバイスの実装
されているプリント基板およびそのプリント基板を格納しているセット内の温度が上昇し
、各デバイスで規定された動作温度を超えると、誤動作を引き起こし、最悪、故障するな
どの事態が想定される。
【０００５】
　このため、ファン等の冷却手段を内部に具備し、当該映像信号処理装置のセット内温度
を冷却することが必要とされている。このような冷却手段（ファン）を具備した映像信号
処理装置として、例えば、特許文献１にて開示された画像投射装置がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２８８６８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した冷却手段を具備した映像信号処理装置では、入力される映像信号（入力用映像
信号）に応じて、ファンなどの冷却手段を制御することは可能ではある。
【０００８】
　しかしながら、映像信号処理装置は一般に動画像表示用の入力用映像信号に対する映像
処理を前提として動作しており、頻繁に表示内容を更新する必要がないような映像（例え
ば広告等の静止画像）を表示する場合、静止画像の表示には実質的に必要とされない回路
部分まで動作することにより、無駄な電力を消費してしまうという問題点があった。
【０００９】
　この発明は上記問題点を解決するためになされたもので、低消費電力化を図った映像信
号処理装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係る請求項１記載の映像信号処理装置は、所定の表示手段に表示可能な出力
用映像信号を出力する映像信号処理装置であって、入力用映像信号を受け、該入力用映像
信号に基づき映像信号入力処理を行って書き込み用映像データを出力する入力部と、少な
くとも１フレーム分の映像データの書き込み及び読み出しが可能なフレームメモリと、前
記書き込み用映像データを前記フレームメモリに書き込む書き込み動作と、前記フレーム
メモリに書き込まれた最新の前記書き込み用映像データを読み出し、前記書き込み用映像
データに基づき読み出し用映像データを得る読み出し動作とを行うフレームメモリアクセ
ス部と、前記読み出し用映像データに基づき映像信号出力処理を行って前記出力用映像信
号を出力する出力部とを備え、前記入力部、前記フレームメモリ、前記フレームメモリア
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クセス部及び前記出力部とにより映像信号処理主要部を構成し、前記映像信号処理主要部
に電源を供給する電源部と、前記入力部による前記映像信号入力処理及び前記フレームア
クセス部による前記書き込み動作の制御が可能な制御部とをさらに備え、前記制御部は、
外部より動作モード信号を受け、該動作モード信号が省電力モードを指示する場合、前記
入力部による前記映像信号入力処理及び前記フレームメモリアクセス部における前記書き
込み動作を停止させる省電力制御を実行し、前記映像信号処理主要部は第１の所定数の第
１種映像信号処理主要部及び第２の所定数の第２種映像信号処理主要部を含み、前記第１
の所定数の第１種映像信号処理主要部は、それぞれ前記入力部、前記フレームメモリ、前
記フレームメモリアクセス部及び前記出力部を有し、前記第２の所定数の第２種映像信号
処理主要部は、それぞれ前記入力部、前記フレームメモリ、前記フレームメモリアクセス
部及び前記出力部を有し、前記映像信号処理装置は、前記第１の所定数の第１種映像信号
処理主要部よりそれぞれ得られる前記出力用映像信号を第１の所定数の中間出力映像信号
として受け、該第１の所定数の中間出力映像信号それぞれを第２の所定数の中間入力映像
信号のいずれかとして切り換え出力可能な映像信号変換部をさらに備え、前記第２の所定
数の第２種映像信号処理主要部は前記第２の所定数の中間入力映像信号をそれぞれ前記入
力用映像信号として受け、前記動作モード信号は前記第２の所定数の第２種映像信号処理
主要部それぞれにおける省電力モードの有無を指示する信号を含み、前記制御部は前記映
像信号変換部の切り換え出力内容を制御可能であり、前記動作モード信号及び前記映像信
号変換部の切り換え出力内容に基づき、前記第１の所定数の第１種映像信号処理主要部及
び前記第２の所定数の第２種映像信号処理主要部それぞれに対して個別に前記省電力制御
を実行する。

【発明の効果】
【００１１】
　請求項１記載の本願発明の映像信号処理装置における制御部は、動作モード信号が省電
力モードを指示する場合、入力部による前記映像信号入力動作及びフレームメモリアクセ
ス部における前記書き込み動作を停止させる省電力制御を実行することができる。
【００１２】
　したがって、頻繁に所定の表示手段に表示する映像内容を更新する必要がない場合、す
なわち、出力用映像信号の内容を頻繁に変更する必要性がない場合等に、省電力モードを
指示する動作モード信号を外部より上記制御部に与えることにより、上記映像信号入力処
理及び上記書き込み動作を停止させる分、電源部から映像信号処理主要部内の入力部及び
フレームメモリアクセス部に供給する電力の低減化を図ることができる。この際、フレー
ムメモリアクセス部は読み出し動作を実行しているため、所定の表示手段の使用者は、違
和感なく当該所定の表示手段上に表示される映像を認識することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施の形態１である映像信号処理装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】実施の形態１の映像信号処理装置の通常モード時の動作内容を示すタイミング図
である。
【図３】実施の形態１の映像信号処理装置の省電力モード時の動作内容を示すタイミング
図である。
【図４】実施の形態２の映像信号処理装置の省電力モード時の動作内容を示すタイミング
図である。
【図５】この発明の実施の形態３である映像信号処理装置の構成を示すブロック図である
。
【図６】この発明の実施の形態４である映像信号処理装置の構成を示すブロック図である
。
【図７】この発明の実施の形態５である映像信号処理装置の構成を示すブロック図である
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。
【図８】図７で示した映像入力ボード及び映像出力ボードの内部構成を示した説明図であ
る。
【図９】実施の形態５の通常モード時用の説明図である。
【図１０】実施の形態５の省電力モード時用の説明図である。
【図１１】実施の形態５の映像信号処理装置の省電力モード時の動作内容を示すタイミン
グ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　＜実施の形態１＞
　図１はこの発明の実施の形態１である映像信号処理装置の構成を示すブロック図である
。図２は実施の形態１の映像信号処理装置の通常モード時の動作内容を示すタイミング図
、図３は実施の形態１の映像信号処理装置の省電力モード時の動作内容を示すタイミング
図である。
【００１５】
　映像信号処理装置１００は、マイコン部１（制御手段）、入力部２、フレームメモリ３
、変換部４（フレームメモリアクセス部）、出力部５、電源部６及び外部制御手段７から
構成される。
【００１６】
　マイコン部１は、制御信号ＳＣ１１及びＳＣ１２を入力部２及び変換部４に付与し、入
力部２による映像信号入力処理及び変換部４による書き込み動作を制御する。
【００１７】
　入力部２は、アナログ信号である入力映像信号ＶＩを受け、Ａ／Ｄ変換を行い、デジタ
ルデータであるＲＧＢデータＷ－ＲＧＢと共に水平同期信号Ｗ－Ｈsync及び垂直同期信号
Ｗ－Ｖsyncを変換部４に出力するという、映像信号入力処理を実行する。ＲＧＢデータＷ
－ＲＧＢは、ＲＧＢ成分がそれぞれ８ビットのデジタルデータ、すなわち、８ビットのＲ
用デジタルデータ、８ビットのＧ用デジタルデータ、及び８ビットのＢ用デジタルデータ
から構成されるデータである。そして、このＲＧＢデータＷ－ＲＧＢがフレームメモリ３
に対する書き込み用映像データとなる。このように、入力部２は、入力映像信号ＶＩをＲ
ＧＢデータＷ－ＲＧＢに変換するＡ／Ｄコンバータとして機能する。なお、Ａ／Ｄコンバ
ータは入力部２の一例である。
【００１８】
　フレームメモリ３はＲＧＢデータＷ－ＲＧＢを１フレーム単位で少なくとも１フレーム
以上の容量で記憶可能なフレームメモリである。
【００１９】
　変換部４は、入力映像信号ＶＩが、様々な解像度及び周波数で入力されることを想定し
て設けられたものであり、フレームメモリ３に対する書き込み動作及び読み出し動作を実
行する。
【００２０】
　変換部４は上述した書き込み動作及び読み出し動作を実行することにより、目的とする
出力解像度及び出力タイミングを満足した、ＲＧＢデータＲ－ＲＧＢ（読み出し用映像デ
ータ）並びに水平同期信号Ｒ－Ｈsync及び垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncを出力する。なお、変
換部４は書き込み動作時にフレームメモリ３に対し書き込み制御信号ＳＣＷを出力し、読
み出し動作時にフレームメモリ３に対して読み出し制御信号ＳＣＷを出力する。
【００２１】
　例えば、ＲＧＢデータＭ－ＲＧＢ（ＲＧＢデータＷ－ＲＧＢ）が、解像度が１０２４×
７６８で垂直同期信号Ｗ－Ｖsyncが８０Ｈｚであった場合に、出力解像度が１９２０×１
２００で、垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncが６０Ｈｚに変換する場合を例に挙げて説明する。
【００２２】
　この場合、変換部４は、垂直同期信号Ｗ－Ｖsync（８０Ｈｚ）に同期してＲＧＢデータ
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Ｗ－ＲＧＢ（解像度１０２４×７６８）をＲＧＢデータＭ－ＲＧＢとしてフレームメモリ
３内に書き込む書き込み動作を実行する。
【００２３】
　さらに、変換部４は、上記書き込み動作と並行して、垂直同期信号Ｒ－Ｖsync（６０Ｈ
ｚ）に同期してフレームメモリ３から最新のＲＧＢデータＭ－ＲＧＢ（解像度１０２４×
７６８）を読み出す読み出し動作を実行する。
【００２４】
　さらに、読み出したＲＧＢデータＭ－ＲＧＢを、１９２０×１２００の解像度に拡大し
て得たＲＧＢデータＲ－ＲＧＢを出力する。この際、水平同期信号Ｒ－Ｈsync及び垂直同
期信号Ｒ－Ｖsync（６０Ｈｚ）も併せて出力する。なお、ＲＧＢデータＲ－ＲＧＢも、Ｒ
ＧＢデータＷ－ＲＧＢ同様、８ビットのＲ用デジタルデータ、８ビットのＧ用デジタルデ
ータ、及び８ビットのＢ用デジタルデータから構成される。
【００２５】
　このように、変換部４は、書き込み用映像データであるＲＧＢデータＭ－ＲＧＢ（ＲＧ
ＢデータＷ－ＲＧＢ）に対する解像度変換を行い、読み出し用映像データであるＲＧＢデ
ータＲ－ＲＧＢを得るとともに、垂直同期信号Ｗ－Ｖsyncに対するフレームレート変換を
行い垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncを出力する。なお、上記した例では、書き込み動作は動作周
波数８０Ｈｚでフレームメモリ３にＲＧＢデータＷ－ＲＧＢを書き込むことにより実行さ
れ、読み出し動作は動作周波数６０ＨｚでＲＧＢデータＭ－ＲＧＢを読み出すことにより
実行されることになる。読み出し動作及び書き込み動作は共にフレーム単位で行われるた
め、フレームメモリ３に書き込まれたデータの６０Ｈｚ／８０Ｈｚ すなわち、フレーム
メモリ３に書き込まれた８フレームのデータのうち２フレームは読み出されないことにな
る。後述する図２～図４及び図１１では、読み出し動作及び書き込み動作間の動作周波数
の違いによる間引きされたフレーム番号を存在する状態を示している。
【００２６】
　なお、変換部４が出力する解像度と出力タイミングについては、マイコン部１より出力
される制御信号ＳＣ１２により、容易に変更可能である。
【００２７】
　出力部５は、ＲＧＢデータＲ－ＲＧＢを所定のフォーマットに変換して出力映像信号Ｖ
Ｏとして出力する。実施の形態１では、出力部５を一例であるＤＶＩ（Digital Visual I
nterface）トランスミッタとして説明する。
【００２８】
　電源部６は、入力部２、フレームメモリ３、変換部４及び出力部５に入力部用電源Ｐ２
、フレームメモリ用電源Ｐ３、変換部用電源Ｐ４及び出力部用電源Ｐ５を供給する。なお
、マイコン部１及び外部制御手段７は図示しない他の電源部から電源供給を受けている。
【００２９】
　外部制御手段７は、例えば当該映像信号処理装置１００のフロントパネルの上の切換ス
イッチ等で構成され、当該映像信号処理装置１００を外部から使用者が通常モードと省電
力モードとの切換え操作が可能な手段である。そして、使用者による切換え操作内容に応
じて通常モードあるいは省電力モードのいずれかを指示する動作モード信号ＳＣ７が外部
制御手段７からマイコン部１に出力される。
【００３０】
　マイコン部１は、動作モード信号ＳＣ７が通常モードを指示する場合、制御信号ＳＣ１
１を付与して入力部２による映像信号入力処理を実行させ、制御信号ＳＣ１２を付与して
変換部４による書き込み動作及び読み出し動作（解像度の変換動作を含む）を実行させる
。
【００３１】
　一方、マイコン部１は、動作モード信号ＳＣ７が省電力モードを指示する場合、制御信
号ＳＣ１１を付与して入力部２による映像信号入力処理を停止させるとともに、制御信号
ＳＣ１２を付与して変換部４による書き込み動作を停止させる。
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【００３２】
　このような構成の実施の形態１の映像信号処理装置１００による映像信号処理動作内容
を説明する。
【００３３】
　パソコンのビデオカード等から出力されるアナログ映像信号は入力映像信号ＶＩとして
、ＡＤコンバータ等よりなる入力部２に入力される。入力部２は、入力映像信号ＶＩｉに
基づき、前述したように、例えば８ビット×３のＲＧＢデータＷ－ＲＧＢ、垂直同期信号
Ｗ－Ｖsync及び水平同期信号Ｗ－Ｈsyncを出力する。
【００３４】
　変換部４では、当該映像信号処理装置１００の出力タイミングとなる例えば７４ＫＨｚ
の水平同期信号Ｒ－Ｈsyncと例えば６０Ｈｚの垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncとを、入力映像信
号ＶＩ（ＲＧＢデータＷ－ＲＧＢ）の解像度及び周波数に関わらず常に生成するように、
書き込み動作、読み出し動作（解像等の変換動作を含む）を実行する。
【００３５】
　まず、変換部４は、垂直同期信号Ｗ－Ｖsyncに同期して書き込み動作を実行し、入力映
像信号ＶＩに基づくＲＧＢデータＷ－ＲＧＢをＲＧＢデータＭ－ＲＧＢとして１フレーム
単位でフレームメモリ３に順次書き込む。
【００３６】
　さらに、変換部４は、書き込み動作と並行して、垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncに同期した読
み出し動作を行い、フレームメモリ３に書き込まれた最新のＲＧＢデータＭ－ＲＧＢを、
１フレーム単位で順次読み出してフレームレート変換を行う。その後、フレームレート変
換が行われて読み出されたＲＧＢデータＭ－ＲＧＢは、例えば１９２０×１２００の解像
度を満足するＲＧＢデータＲ－ＲＧＢに変換され、垂直同期信号Ｒ－Ｖsync及び水平同期
信号Ｒ－Ｈsyncと共に出力部５に出力される。
【００３７】
　ＤＶＩトランスミッタで構成される出力部５では、ＲＧＢデータＲ－ＲＧＢをＤＶＩ信
号に変換してアナログ信号である出力映像信号ＶＯとして出力することにより、液晶モニ
タなどの所定の表示手段によって出力映像信号ＶＯに基づく映像表示を可能にする。
【００３８】
　図２は、動作モード信号ＳＣ７が通常モードを指示する通常モード時における映像信号
処理装置１００の映像信号処理動作を示しており、入力映像信号ＶＩが最終的に出力映像
信号ＶＯとして出力されるまでの過程を示した概念図である。
【００３９】
　通常モード時において、入力部２は、常に動作状態であり入力されるアナログ映像信号
をデジタルデータに変換し、Ｗ－ＲＧＢデータとＷ－Ｖｓｙｎｃの出力と、本図には記載
していないがＷ－Ｈｓｙｎｃの出力する映像信号入力処理を常に行っている。
【００４０】
　次に、変換部４においては、入力されるＲＧＢデータＷ－ＲＧＢのフレームメモリ３へ
の書込み動作とフレームメモリ３からのＲＧＢデータＭ－ＲＧＢの読み出し動作（解像度
変換処理を含む）を常に行い、出力部５にＲＧＢデータＲ－ＲＧＢ、垂直同期信号Ｒ－Ｖ
sync及び水平同期信号Ｒ－Ｈsync（図２では図示省略）の出力を常に行っている。
【００４１】
　次に、映像信号処理装置１００が省電力モード時で動作する場合について説明する。図
３は図２と同様、省電力モード時に入力されるアナログ映像信号である入力映像信号ＶＩ
が、映像信号処理装置１００から出力映像信号ＶＯとして出力されるまでの過程を示した
概念図である。図３において、時刻ｔ１までは通常モードで動作し、外部制御手段７を用
いた使用者の操作により時刻ｔ１において、動作モード信号ＳＣ７が通常モードから省電
力モードを指示するように切り替わった状態を示している。
【００４２】
　入力されるアナログ映像信号である入力映像信号ＶＩが、例えば広告などの静止画像の
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場合は、使用者が外部制御手段７を操作することにより、外部制御手段７から切換命令と
して省電力モードを指示するある動作モード信号ＳＣ７を出力することができる。動作モ
ード信号ＳＣ７は、マイコン部１に伝達され、マイコン部１は動作モード信号ＳＣ７の省
電力モード指示内容に従って、停止を指示する制御信号ＳＣ１１を入力部に出力し、入力
部２による映像信号入力処理の実行を停止させる。
【００４３】
　その後、入力部２は、マイコン部１から停止解除（省電力モード解除）を指示する制御
信号ＳＣ１１が発行されない限り、映像信号入力処理を停止するため、入力部２の動作に
関する消費電力はほぼ“０”となる。
【００４４】
　そして、マイコン部１は、変換部４に制御信号ＳＣ１２を出力することにより、上述し
た入力部２の映像信号入力処理と同時に、変換部４による書込み動作を併せて停止させる
。この際、変換部４による読み出し動作は引き続き実行されている。
【００４５】
　その結果、変換部４は読み出し動作のみ実行するため、制御信号ＳＣ１２による書き込
み動作の停止指示が伝達される直前にフレームメモリ３に書き込まれたＷ－ＲＧＢデータ
（ＲＧＢデータＭ－ＲＧＢ，図３の例ではフレーム番号“２”が最新データとなる）が、
垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncに同期して１フレーム単位で繰り返しフレームメモリ３から読み
出される。
【００４６】
　図３に示すように、時刻ｔ１までの通常モード時においては、入力部２の映像信号入力
処理およびフレームメモリ３に対する書込み動作は行われているが、使用者の操作により
省電力モードに切り換った時刻ｔ１後は、両者（映像信号入力処理及び書き込み動作）は
共に停止状態となる。そして、切り換え時刻ｔ１の直前にフレームメモリ３に書き込まれ
たフレーム番号“２”のＲＧＢデータＷ－ＲＧＢ（ＲＧＢデータＭ－ＲＧＢ）が、フレー
ム単位で繰り返し読み出されている。すなわち、使用者が視認する所定の表示手段上では
、フレーム番号“２”の映像（静止画像等）が、違和感なく常に表示されることになる。
【００４７】
　このように、実施の形態１の映像信号処理装置１００のマイコン部１は入力部２及び変
換部４に対し、省電力モードに応じた制御を行うことにより、省電力モード時に入力部２
による映像信号入力処理を停止させることにより、電源部６から供給される入力部用電源
Ｐ２の消費電力を大幅に削減することができる。
【００４８】
　加えて、マイコン部１は省電力モード時に変換部４による書き込み動作を停止させるこ
とにより、フレームメモリ３に供給されるフレームメモリ用電源Ｐ３と変換部４に供給さ
れる変換部用電源Ｐ４についても、書込み動作が行われず、読み出し動作のみが行われる
ため、大幅に電力を削減することができる。
【００４９】
　したがって、入力部２の映像信号入力処理及び変換部４の書き込み動作を停止させるマ
イコン部１１による省電力制御によって、電源部６が供給する電源の電力量は大幅に削減
されるため、映像信号処理装置１００全体が消費する電力を削減することができる。
【００５０】
　以上のように、実施の形態１の映像信号処理装置１００は構成されているため、例えば
、静止画像等、頻繁に表示内容を更新する必要がない入力映像信号ＶＩに基づく出力映像
信号ＶＯを出力する際、省電力モードの場合は、映像信号処理装置１００における余分な
消費電力を削減することができる。一方、変換部４による読み出し動作は実行されている
ため、使用者は、出力映像信号ＶＯに基づき所定の表示手段上で表示される静止画像等の
映像を違和感なく視認することができる。
【００５１】
　なお、実施の形態１では、マイコン部１１が制御信号ＳＣ１１及びＳＣ１２を入力部２
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及び変換部４に出力することにより、入力部２による映像信号入力処理及び変換部４によ
る書き込み動作を停止させる省電力制御を実行していた。しかし、一般に変換部４は、入
力となる信号（ＲＧＢデータＷ－ＲＧＢ、水平同期信号Ｗ－Ｈsync及び垂直同期信号Ｗ－
Ｖsync）が無くなると、自動的に書き込み動作を実行しない特性を有している。このよう
な構成の場合、制御信号ＳＣ１１によって入力部２の映像信号入力処理のみを停止させる
ことによって、変換部４による書き込み動作をも同時に停止させる省電力制御を実行する
ことができる。したがって、変換部４が上記特性を有している場合、マイコン部１１によ
って入力部２の映像信号入力処理のみを停止させる態様を採用しても良い。
【００５２】
　また、上述した実施の形態１では、入力映像信号ＶＩとしてアナログ映像信号が入力さ
れた場合について説明したが、ＹＣｂＣｒ信号やＤＶＩ信号、さらにはＳＥＲＤＥＳ（Se
rializer Desirializer）信号のような高速シリアル信号等でも、同様の効果を得ること
ができる。
【００５３】
　さらに、入力部２においても、ＡＤコンバータ以外に、ＤＶＩレシーバなど、入力され
る映像信号の種類に合わせたデバイスで、マイコン部１からの制御により、映像信号入力
処理に関し動作状態から停止状態の切換えが容易に行えるものであれば、これに限るもの
ではない。
【００５４】
　また、上述した実施の形態１では、出力解像度と出力タイミングを１９２０×１２００
＠６０Ｈｚ（＠は垂直周波数を意味する）の場合を例に挙げて説明したが、他の解像度や
出力タイミングでもよく、またＹＣｂＣｒなど他の映像フォーマットに変換する場合であ
っても同様の効果を得ることが出来る。
【００５５】
　また、上述した実施の形態１では、出力部５からＤＶＩ信号に変換して出力する例につ
いて説明したが、他の映像フォーマット、例えばアナログ映像信号やＹＣｂＣｒ信号、さ
らにはＳＥＲＤＥＳ信号などに変換して出力する場合でも、同等の効果を得ることが出来
る。
【００５６】
　また、上述した実施の形態１では、静止画像を入力した場合の効果について説明したが
、これに限るものではなく、使用環境や用途により、動画等の表示内容を頻繁に更新する
必要がある映像の場合に対しても省電力モードに設定することにより、想定全体の消費電
力を削減するという効果を得ることができる。
【００５７】
　また、上述した実施の形態１では、省電力モードへの切換を、映像信号処理装置１００
に設けられたスイッチ等からなる外部制御手段７を用いて行う構成を例にして説明したが
、リモコンやパソコン等、外部制御機器を外部制御手段７の代わりに用いて、通常モード
，省電力モード間の切換えを行っても、同様の効果を得ることができる。
【００５８】
　また、上述した実施の形態１では、マイコン部１からの制御信号ＳＣ１１によって入力
部２による映像信号入力処理を停止させたが、マイコン部１の制御下で電源部６から入力
部２への入力部用電源Ｐ２の供給を遮断することにより、入力部２による映像信号入力処
理を停止させることも可能である。
【００５９】
　＜実施の形態２＞
　次に、実施の形態２の動作について、図４を用いて説明する。図４は実施の形態２の映
像信号処理装置の省電力モード時の動作内容を示すタイミング図である。
【００６０】
　実施の形態１では、省電力モード時には、同じ映像（図３の例ではフレーム番号“２”
のＲＧＢデータＷ－ＲＧＢに基づく映像）を垂直同期信号Ｒ－Ｖsyncに同期して１フレー
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ム単位で繰り返してＲＧＢデータＲ－ＲＧＢとして読み出していた。
【００６１】
　実施の形態２の映像信号処理装置２００（図示せず）は、図１で示した実施の形態１の
映像信号処理装置１００と同様のハードウェア構成で、マイコン部１をあらかじめ以下の
ようにプログラミングしておくことで、さらに利便性を向上させたものである。
【００６２】
　図４は、実施の形態２の映像信号処理装置２００において省電力モード時に入力される
アナログ映像信号である入力映像信号ＶＩが、映像信号処理装置１００から出力映像信号
ＶＯとして出力されるまでの過程を示した概念図である。図４において、時刻ｔ１までは
通常モードで動作し、外部制御手段７を用いた使用者の操作により時刻ｔ１において、動
作モード信号ＳＣ７が省電力モードを指示するように切り替わった状態を示している。
【００６３】
　図４が示すように、省電力モードに切り替わった時刻ｔ１以降は、マイコン部１からの
制御信号ＳＣ１１による制御下で、ある一定時間毎(例えば１０分間隔毎)に、入力部２に
よる映像信号入力処理を停止→動作→停止となるよう制御する。すなわち、省電力モード
時において、入力部２による映像信号入力処理を所定時間間隔毎に間欠的に実行させなが
ら、映像信号入力処理を停止させている。
【００６４】
　同様に、時刻ｔ１以降はマイコン部１からの制御信号ＳＣ１２による制御下で、一定時
間毎(例えば１０分間隔毎)に、変換部４による書き込み動作を停止→動作→停止となるよ
う制御する。すなわち、省電力モード時において、変換部４による書き込み動作を所定時
間間隔毎に間欠的に実行させながら、書き込み動作を停止させている。
【００６５】
　このように、実施の形態２のマイコン部１１は、省電力モード時においても、入力部２
による映像信号入力処理及び変換部４による書き込み動作が間欠的に実行されるようにプ
ログラムされている。
【００６６】
　図４に示すように、マイコン部１は省電力モード時においても入力部２による映像信号
入力処理及び変換部４による書き込み動作を間欠動作させているため、１０分おきに新た
に入力されるＷ－ＲＧＢデータがフレームメモリ３に書き込まれ、垂直同期信号Ｒ－Ｖsy
ncに同期して１フレーム単位で繰り返して読み出されるため、一定期間毎に出力映像信号
ＶＯを自動的に更新することができる。図４の例では、時刻ｔ１の直後では出力映像信号
ＶＯ（ＲＧＢデータＲ－ＲＧＢ）はフレーム番号“２”の入力映像信号ＶＩ（ＲＧＢデー
タＷ－ＲＧＢ）に基づく信号となり、時刻ｔ１１（時刻ｔ１から１０分後）では出力映像
信号ＶＯはフレーム番号“ｎ”の入力映像信号ＶＩに基づく信号となり、時刻ｔ１２（時
刻ｔ１１から１０分後）では出力映像信号ＶＯはフレーム番号“ｍ＋１”の入力映像信号
ＶＩに基づく信号となる。
【００６７】
　以上のように、実施の形態２の映像信号処理装置２００は、実施の形態１の映像信号処
理装置１００と同様、動作モード信号ＳＣ７が省電力モードを指示する場合、入力部２に
よる映像信号入力処理及び変換部４による書き込み動作を停止させることにより消費電力
の削減を図ることができる。
【００６８】
　さらに、実施の形態２の映像信号処理装置２００は、マイコン部１１の制御下で定期的
（所定時間間隔毎）に出力映像信号ＶＯに基づき所定の表示手段上有に表示される映像内
容を更新させることができため、頻度は低いものの定期的に内容が変更する可能性のある
映像表示にも対応可能である。
【００６９】
　上述した実施の形態２では、一定期間の更新を、あらかじめプログラミングされたマイ
コン部１の制御により行う一例について説明したが、これに限るものではなく、外部制御
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手段７内をパソコン等で構成し、省電力モード時において外部制御手段７の制御下でマイ
コン部１を制御して、映像信号入力処理及び書き込み動作を間欠的に動作させるような方
法を用いても、同等の効果を得ることができる。
【００７０】
　また、上述した実施の形態２では、更新間隔の一例を１０分間としたが、当然のことな
がらこれに限るものでなく、任意の間隔で、同様の効果を得ることができる。また、夜間
など人があまり映像を見ることがないような時間帯は更新間隔を長くし、頻繁に見るよう
な時間帯は、省電力モードでなく通常モードを維持させる、または省電力モードにおける
更新間隔を短くするなど、使用環境や用途によって様々な組み合わせを用いて使用するこ
とも可能である。
【００７１】
　また、上述した実施の形態２においては、動画等の表示内容を頻繁に更新する必要があ
る映像の場合についてはさらに効果的であり、例えば更新間隔を例えば１秒毎等にして、
表示内容を更新させながら、消費電力を削減することが可能である。
【００７２】
　＜実施の形態３＞
　図５はこの発明の実施の形態３である映像信号処理装置３００の構成を示すブロック図
である。
【００７３】
　図５において、映像信号処理装置３００、図１で示した実施の形態１の映像信号処理装
置１００の構成に、ファンを用いた冷却機構を追加した映像信号処理装置である。
【００７４】
　映像信号処理主要部２０は、図１で示した入力部２、フレームメモリ３、変換部４、及
び出力部５で構成される主要部分を簡略化して示している。アナログ映像信号である入力
映像信号ＶＩが入力されて出力映像信号ＶＯが出力されるまでの映像信号処理主要部２０
内の各部２～５の動作は、実施の形態１（実施の形態２）の映像信号処理装置１００（２
００）による動作と全く同等である。
【００７５】
　マイコン部１１は図１で示したマイコン部１と同様、動作モード信号ＳＣ７に基づき制
御信号ＳＣ２０（図１の制御信号ＳＣ１１及びＳＣ１２に相当）を映像信号処理主要部２
０（内の入力部２及び変換部４）に出力している。
【００７６】
　さらに、マイコン部１１はファン８の回転速度を指示する制御信号ＳＣ３０をファン速
度制御部９に出力している。
【００７７】
　電源部１２は図１で示した電源部６と同様、映像信号処理主要部用電源Ｐ２０（入力部
用電源Ｐ２、フレームメモリ用電源Ｐ３、変換部用電源Ｐ４及び出力部用電源Ｐ５に相当
）を映像信号処理主要部２０に供給する。
【００７８】
　さらに、電源部１２は、ファン速度制御部用電源Ｐ９をファン速度制御部９に供給して
いる。
【００７９】
　ファン８は映像信号処理主要部２０を冷却するために設けられており、ファン速度制御
部９によって回転速度が制御される結果、その冷却能力が制御される。具体的には、ファ
ン速度制御部９は、制御信号ＳＣ３０に基づき、ファン８に付与する電源電圧を変化させ
ることによりファンの回転速度を変化させている。
【００８０】
　このような構成の実施の形態３の映像信号処理装置３００による具体的な動作について
説明する。実施の形態３においても、実施の形態１及び実施の形態２と同様、外部制御手
段７よりマイコン部１１に省電力モードを指示する動作モード信号ＳＣ７を出力すること
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により、マイコン部１１の制御下で映像信号処理主要部２０（の入力部２及び変換部４）
が制御される。
【００８１】
　すなわち、動作モード信号ＳＣ７が省電力モードを指示すると、マイコン部１１は、制
御信号ＳＣ２０によって、映像信号処理主要部２０内の入力部２の映像信号入力処理を停
止させ、フレームメモリ３に対する変換部４の書き込み動作を停止させる。
【００８２】
　したがって、映像信号処理主要部２０の発熱量は、省電力モード時において通常モード
時と比較して少なくなることが明白であり、通常モード時に比べ発熱量の減少分、ファン
８による冷却能力（冷却用の風量）を小さくする余裕が生じる。そこで、マイコン部１１
は、ファン８の回転速度を下げることを指示する制御信号ＳＣ３０をファン速度制御部９
に出力して、ファン速度制御部９を制御してファン８の冷却能力の低減化を図っている。
【００８３】
　このように、実施の形態３の映像信号処理装置３００は動作するため、実施の形態１及
び実施の形態２と同様、省電力モード時において、映像信号処理主要部２０に供給する電
力を削減でき、その分、ファン８は冷却能力を低減化する余裕ができる。
【００８４】
　したがって、実施の形態３の映像信号処理装置３００は、制御信号ＳＣ３０によってフ
ァン速度制御部９を制御することにより、省電力制御として省電力モード時にファン８の
冷却能力を低下させることによりファン８に供給する電力をも削減することができる。
【００８５】
　加えて、ファン８の冷却能力低減化に伴い回転速度を下げることによりファン８の長寿
命化を図り、映像信号処理装置３００全体の長寿命化を図ることができる効果を奏する。
【００８６】
　上述した実施の形態３では、映像信号処理主要部２０の冷却をファン８による空冷にて
行う一例について説明したが、これに限るものでなく、ファン８に代えて、他の冷却方法
、例えばペルチェ素子による冷却方法でも、同等の効果を得ることができる。
【００８７】
　＜実施の形態４＞
　図６はこの発明の実施の形態４である映像信号処理装置４００の構成を示すブロック図
である。
【００８８】
　図６において、映像信号処理装置４００は、図５で説明した映像信号処理主要部２０と
同等のものを４チャンネル分、映像信号処理主要部２１～２４として備えた映像信号処理
装置である。
【００８９】
　１ｃｈ～４ｃｈに割り当てられた映像信号処理主要部２１～２４はそれぞれ図５で示し
た、入力映像信号ＶＩを入力し出力映像信号ＶＯを出力する映像信号処理主要部２０に対
応する。したがって、映像信号処理主要部２ｉ（ｉ＝１～４）は、映像信号処理主要部２
０と同様、入力映像信号ＶＩｉ（入力映像信号ＶＩに相当）を入力して、出力映像信号Ｖ
Ｏｉ（出力映像信号ＶＯに相当）を出力する。
【００９０】
　外部制御手段１３は、図１で示した外部制御手段７に相当する手段であり、使用者等の
操作によって、映像信号処理主要部２１～２４それぞれの通常モード及び省電力モードを
個別に切り換えることができにように、映像信号処理主要部２１～２４それぞれにおける
モードを指示する制御信号ＳＣ１３をマイコン部１４に出力する。
【００９１】
　マイコン部１４は、制御信号ＳＣ１３の指示内容に応じて、映像信号処理主要部２１～
２４に制御信号ＳＣ２１～ＳＣ２４を出力する。制御信号ＳＣ２１～ＳＣ２４はそれぞれ
図５で示した実施の形態３の映像信号処理装置３００における制御信号ＳＣ２０に相当す
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る。すなわち、マイコン部１４は制御信号ＳＣ２１～ＳＣ２４を映像信号処理主要部２１
～２４に出力することにより、映像信号処理主要部２１～２４それぞれに対し独立して省
電力モードによる制御を行うことができる。
【００９２】
　さらに、マイコン部１４は、図５で示した実施の形態３のマイコン部１１と同様、ファ
ン８の回転速度を指示する制御信号ＳＣ３０をファン速度制御部９に出力している。
【００９３】
　電源部１５は、映像信号処理主要部用電源Ｐ２１～Ｐ２４（図５で示した実施の形態３
の映像信号処理主要部用電源Ｐ２０に相当）を映像信号処理主要部２１～２４に供給する
とともに、ファン速度制御部９にファン速度制御部用電源Ｐ９を供給する。
【００９４】
　なお、ファン８及びファン速度制御部９については図５で示した実施の形態３と同様で
ある。
【００９５】
　このような構成における実施の形態４の映像信号処理装置４００の動作について説明す
る。
【００９６】
　前述したように、外部制御手段１３は、チャンネルｃｈ１～ｃｈ４毎に映像信号処理主
要部２１～２４を通常モードから省電力モードの切換えを行うことが可能であり、チャン
ネルｃｈ１～ｃｈ４それぞれにおけるモードを指示する、すなわち複数種の省電力モード
を指示する動作モード信号ＳＣ１３をマイコン部１４に出力する。マイコン部１４は、制
御信号ＳＣ２１～ＳＣ２４によって、チャンネルｃｈ１～ｃｈ４の映像信号処理主要部２
１～２４を個別制御することができる。例えば、以下のような組合せ制御を実施すること
ができる。
【００９７】
　・ｃｈ１の映像信号処理主要部２１：通常モード、
　・ｃｈ２の映像信号処理主要部２２：通常モード、
　・ｃｈ３の映像信号処理主要部２３：通常モード、
　・ｃｈ４の映像信号処理主要部２４：省電力モード、
となる組合せ制御が可能である。
【００９８】
　または、
　・ｃｈ１の映像信号処理主要部２１：省電力モード、
　・ｃｈ２の映像信号処理主要部２２：省電力モード、
　・ｃｈ３の映像信号処理主要部２３：省電力モード、
　・ｃｈ４の映像信号処理主要部３４：省電力モード、
となる組合せ制御も可能である。
【００９９】
　チャンネルｃｈ１～ｃｈ４のうち、通常モードに設定されるチャンネル数が多いほど、
動作するデバイスの数は多くなるため発熱量が増し、映像信号処理装置４００のセット内
の温度が高くなる。
【０１００】
　逆に通常モードに設定されるチャンネル数が少ないほど、セット内の温度が下がること
は明らかである。したがって、省電力モードとなる映像信号処理主要部２ｉ（ｉ＝１～４
）の数が多いほど、ファン８の冷却能力である風量を小さくすることができるため、マイ
コン部１４は、省電力モードとなる映像信号処理主要部２ｉの数の増加に応じて、ファン
８の回転速度を下げるように、制御信号ＳＣ３０を出力してファン速度制御部９を制御す
る。
【０１０１】
　以上のように、実施の形態４の映像信号処理装置４００は動作するため、表示する映像
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の内容によって、各チャンネル（チャンネルｃｈ１～ｃｈ４）の動作モードを個別に省電
力モードに切換えることができるため、複数の映像信号処理主要部２ｉそれぞれにおける
映像信号処理に悪影響を与えることなく、装置全体の消費電力を削減することができる。
【０１０２】
　加えて、実施の形態４の映像信号処理装置４００は、ファン８による冷却能力も過剰で
はなく必要最小限に抑えることができるため、より効果的に装置全体の消費電力を削減す
ることが可能である。
【０１０３】
　加えて、実施の形態４は、実施の形態３と同様に、ファン８の回転速度を下げることに
よりファン８の長寿命化を図り、映像信号処理装置４００全体の長寿命化を図ることもで
きる。
【０１０４】
　上述した実施の形態４では、複数のチャンネルの一例として、４チャンネルの場合につ
いて、説明したが、必ずしも４チャンネルである必要はなく、任意のチャンネル数におい
ても、同様の効果を得ることができる。
【０１０５】
　また、上述した実施の形態４では、ファン８およびファン速度制御部９について、それ
ぞれ１個の場合について説明したが、複数個設けたる構成にしてもよい。例えば、複数の
ファンのうち、所定のファンのみ選択的に速度の回転数を下げ、他のファンの回転速度は
そのままなど、映像信号処理装置４００のセット内における映像信号処理主要部２１～２
４の配置に応じて、効果的に冷却することにより、映像信号処理装置４００の動作を安定
させつつ、消費電力を下げることも可能である。
【０１０６】
　また、上述した実施の形態４では、実施の形態３と同様に、ファン８による空冷ではな
く、他の冷却方法、例えばペルチェ素子等による冷却方法でも、同等の効果を得ることが
できる。
【０１０７】
　＜実施の形態５＞
　図７はこの発明の実施の形態５である映像信号処理装置５００の構成を示すブロック図
である。
【０１０８】
　映像信号処理装置５００は、複数の映像入力ボード５１～５ｎと、複数の映像出力ボー
ド７１～７ｍを装着可能な構成となっている。そして、映像入力ボード５１～５ｎにより
映像入力ボード群５０が構成され、映像出力ボード７１～７ｍにより映像出力ボード群７
０が構成される。
【０１０９】
　図８は、図７で示した映像入力ボード５ｉ（ｉ＝１～ｎのいずれか）及び映像出力ボー
ド７ｊ（ｊ＝１～ｍのいずれか）の内部構成を示した説明図である。
【０１１０】
　図８に示すように、各映像入力ボード５ｉは内部に４チャンネル分の映像信号処理主要
部３１～３４（第１種の映像信号処理主要部）を搭載している。各映像出力ボード７ｊは
４チャンネル分の映像信号処理主要部４１～４４（第２種の映像信号処理主要部）を搭載
している。なお、映像信号処理主要部３１～３４及び映像信号処理主要部４１～４４はそ
れぞれ図５で示した実施の形態３の映像信号処理主要部２０に相当し、それぞれ図１で示
した入力部２、フレームメモリ３、変換部４、及び出力部５を内部に有している。
【０１１１】
　このように、ｐ（４×ｎ）個の映像信号処理主要部３１～３４は４チャンネル単位でｎ
個の映像入力ボード５１～５ｎとして分類可能に構成され、ｑ（４×ｍ）個の映像信号処
理主要部４１～４４は、４チャンネル単位でｍ個の映像出力ボード７１～７ｍに分類可能
に構成されている。



(15) JP 5882009 B2 2016.3.9

10

20

30

40

50

【０１１２】
　そして、図７に示すように、映像入力ボード５１～５ｎはボード入力映像信号ＢＶＩ１
～ＢＶＩｎを入力し、中間出力映像信号ＭＶＯ１～ＭＶＯｎをマトリクススイッチ６０に
出力している。
【０１１３】
　マトリクススイッチ６０は、ｐ×ｑ（ｐは入力する中間出力映像信号の総数（第１の所
定数），ｑは出力する中間入力映像信号の総数（第２の所定数）、ｐ，ｑ１以上の整数）
のマトリクススイッチである。
【０１１４】
　すなわち、マトリクススイッチ６０は、ｐ個の中間出力映像信号ＭＶＯそれぞれをｑ個
の中間入力映像信号ＭＶＩのいずれかとして切り替え出力可能な映像信号変換部として機
能する。
【０１１５】
　映像出力ボード７１～７ｍは中間入力映像信号ＭＶＩ１～ＭＶＩｍを入力し、ボード出
力映像信号ＢＶＯ１～ＢＶＯｎを出力する。
【０１１６】
　外部制御手段１６は、使用者による外部操作によって、複数の映像出力ボード７１～７
ｍをそれぞれ個別に省電力モードに設定することが可能であり、さらに、映像出力ボード
７１～７ｍそれぞれ内のチャンネルｃｈ１～ｃｈ４についても個別に省電力モードに設定
することができる。すなわち、外部制御手段１６は、映像出力ボード７１～７ｍに対し、
最小単位をチャンネルｃｈ１～ｃｈ４とした複数種の省電力モードを指示する動作モード
信号ＳＣ１６をマイコン部１７に出力することができる。
【０１１７】
　マイコン部１７は、動作モード信号ＳＣ１６に基づき、制御信号ＳＣ５０を映像入力ボ
ード群５０に、制御信号ＳＣ６０をマトリクススイッチ６０に、制御信号ＳＣ７０を映像
出力ボード群７０に出力している。制御信号ＳＣ５０は最小単位をチャンネルｃｈ１～ｃ
ｈ４とした省電力制御が映像入力ボード５１～５ｎに対して可能な制御信号であり、制御
信号ＳＣ７０は最小単位をチャンネルｃｈ１～ｃｈ４とした省電力制御が映像出力ボード
７１～７ｍに対して可能な制御信号である。なお、制御信号ＳＣ７０は動作モード信号Ｓ
Ｃ１６の複数種の省電力モードに対応して映像出力ボード７１～７ｍに対して最小単位を
チャンネルｃｈ１～ｃｈ４とした省電力制御が可能に生成される。一方、制御信号ＳＣ５
０は動作モード信号ＳＣ１６の複数種の省電力モードに基づき、制御信号ＳＣ６０で指示
されるマトリクススイッチ６０の信号切り換え内容を考慮して、映像入力ボード５１～５
ｎに対して最小単位をチャンネルｃｈ１～ｃｈ４とした省電力制御が可能に生成される。
【０１１８】
　さらに、マイコン部１７は、図５で示した実施の形態３のマイコン部１１と同様、動作
モード信号ＳＣ１６に基づく制御信号ＳＣ３０をファン速度制御部９に出力し、ファン８
の冷却能力を制御している。
【０１１９】
　電源部１８は、映像入力ボード群５０に映像入力ボード用電源Ｐ５０を供給し、マトリ
クススイッチ６０にマトリクススイッチ用電源Ｐ６０を供給し、映像出力ボード群７０に
映像出力ボード用電源Ｐ７０を供給している。さらに、電源部１８は、ファン速度制御部
９にファン速度制御部用電源Ｐ９を供給する。
【０１２０】
　なお、ファン８及びファン速度制御部９については図５で示した実施の形態３と同様で
ある。
【０１２１】
　そして、図８に示すように、映像入力ボード５ｉは、各々が図５で示した映像信号処理
主要部２０に相当するチャンネルｃｈ１～ｃｈ４用の映像信号処理主要部３１～３４から
構成される。映像信号処理主要部３１～３４は入力映像信号ＶＩ３１～ＶＩ３４を入力し
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、出力映像信号ＶＯ３１～ＶＯ３４を出力する。
【０１２２】
　同様に、映像出力ボード７ｊは、各々が図５で示した映像信号処理主要部２０に相当す
るチャンネルｃｈ１～ｃｈ４用の映像信号処理主要部４１～４４から構成される。映像信
号処理主要部４１～４４は入力映像信号ＶＩ４１～ＶＩ４４を入力し、出力映像信号ＶＯ
４１～ＶＯ４４を出力する。
【０１２３】
　そして、映像入力ボード５ｉに関し、入力映像信号ＶＩ３１～ＶＩ３４が図７で示した
ボード入力映像信号ＢＶＩｉに対応し、出力映像信号ＶＯ３１～ＶＯ３４が図７で示した
中間出力映像信号ＭＶＯｉに対応する。さらに、映像出力ボード７ｊに関し、入力映像信
号ＶＩ４１～ＶＩ４４が図７で示した中間入力映像信号ＭＶＩｊに対応し、出力映像信号
ＶＯ４１～ＶＯ４４が図７で示したボード出力映像信号ＢＶＯｊに対応する。
【０１２４】
　図９は実施の形態５の通常モード時用の説明図であり、図１０は実施の形態５の省電力
モード時用の説明図である。
【０１２５】
　実施の形態５の映像信号処理装置５００として、映像入力ボード群５０は２枚の映像入
力ボード５ｉ（映像入力ボード５１及び映像入力ボード５２）から構成され、映像出力ボ
ード群７０が２枚の映像出力ボード７ｊ（映像出力ボード７１及び映像出力ボード７２）
マトリクススイッチ６０が、８×８の場合について示している。
【０１２６】
　実施の形態５の映像信号処理装置５００は、図９に示すように映像入力ボード５１と映
像入力ボード５２に入力される複数のそれぞれ映像フォーマットの異なる映像信号を受け
、該複数の映像信号に対し映像信号処理主要部３１～３４の映像信号処理機能を用いて、
一定の例えばＳＥＲＤＥＳ信号に変換して中間出力映像信号ＭＶＯとして出力される。そ
して、マトリクススイッチ（８×８）６０に切り換えられた後、映像出力ボード７１及び
７２のチャンネルｃｈ１～ｃｈ４のいずれかに中間入力映像信号ＭＶＩとして出力される
。
【０１２７】
　映像出力ボード７１と映像出力ボード７２では、入力されたＳＥＲＤＥＳ信号を映像信
号処理主要部４１～４４の映像信号処理機能を用いて、所望の様々なフォーマットの映像
信号や、もとのフォーマットの映像信号に復元してボード出力映像信号ＢＶＯとして出力
する。
【０１２８】
　例えば、映像入力ボード５１の入力ｃｈ１に入力されたＡ静止画（１０２４×７６８＠
８０Ｈｚ）の信号は、実施の形態１の映像信号処理装置１００で説明したように所定の映
像フォーマットに変換された後、例えばＳＥＲＤＥＳ信号に変換されて、出力ｃｈ１から
出力映像信号ＶＯ３１として出力される。この出力映像信号ＶＯ３１が図７の中間出力映
像信号ＭＶＯの一部となる。
【０１２９】
　その後、出力映像信号ＶＯ３１は、マトリクススイッチ６０により、入力映像信号ＶＩ
４１及びＶＩ４２として映像出力ボード７１の入力ｃｈ１と入力ｃｈ２に出力される。こ
れら入力映像信号ＶＩ４１及びＶＩ４２が、中間入力映像信号ＭＶＩの一部となる。
【０１３０】
　映像出力ボード７１の映像信号処理主要部４１（ｃｈ１）では、入力されたＳＥＲＤＥ
Ｓ信号を１９２０×１２００＠６０Ｈｚの映像信号に変換して、出力映像信号ＶＯ４１と
して出力する。同様に、映像出力ボード７１の映像信号処理主要部４２（ｃｈ２）では、
入力されたＳＥＲＤＥＳ信号を８００×６００＠６０Ｈｚの映像信号に変換して、出力映
像信号ＶＯ４２として出力する。これら出力映像信号ＶＯ４１及びＶＯ４２がボード出力
映像信号ＢＶＯの一部となる。
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【０１３１】
　また映像入力ボード５１の映像信号処理主要部３３（ｃｈ３）に入力された入力映像信
号ＶＩ３３であるＣ動画１（ＨＤＴＶ）は、映像出力ボード７２の映像信号処理主要部４
１（ｃｈ１）から、１０２４×７６８＠６０Ｈｚの映像信号に変換して出力映像信号ＶＯ
４１として出力される。
【０１３２】
　映像入力ボード５１の映像信号処理主要部３４（ｃｈ４）に入力された入力映像信号Ｖ
Ｉ３４であるＣ動画２は、映像出力ボード７２の映像信号処理主要部４２（ｃｈ２）から
、１０２４×７６８＠６０Ｈｚの映像信号に変換して出力映像信号ＶＯ４２として出力さ
れる。
【０１３３】
　さらに、映像入力ボード５２の映像信号処理主要部３１（ｃｈ１）に入力映像信号ＶＩ
３１として入力されたＤ静止画（６４０ｘ４８０＠６０Ｈｚ）の信号は、映像出力ボード
７２の映像信号処理主要部４３（ｃｈ３）と映像信号処理主要部４４（ｃｈ４）とから１
９２０×１２００＠６０Ｈｚの信号に変換されて、出力映像信号ＶＯ４３及びＶＯ４４と
して出力される。
【０１３４】
　このように、実施の形態５で示す映像信号処理装置５００は、マトリクススイッチ６０
の切換制御と、映像入力ボード５ｉの映像信号処理主要部３１～３４及び映像出力ボード
７ｊの映像信号処理主要部４１～４４それぞれの映像信号処理機能により、映像入力ボー
ド５ｉにおける任意の入力チャンネルに入力された映像を、映像出力ボード７ｊにおける
任意の出力チャンネルに任意の映像フォーマットで出力する機能を特徴としている。
【０１３５】
　ここで、入力されるＡ、Ｂ、Ｄの信号が静止画であることから、実施の形態１で示した
ように、不必要な動作を停止させ省電力モードを実施する。
【０１３６】
　図１０は前述したように省電力モードの場合の動作について示した図であり、各映像信
号処理主要部３１～３４，４１～４４のうち、ブロック内の余白が全て白地で示す映像信
号処理主要部は、内部のすべての回路が動作しており、左半分が斜線ハッチングにより塗
りつぶされている映像信号処理主要部は、入力部２の映像信号入力処理と変換部４による
書き込み動作が停止していることを示している。また、ブロック内の余白の全てが斜線ハ
ッチングにより塗りつぶされている映像信号処理主要部は、内部の全ての回路の動作が停
止している状態を示している。
【０１３７】
　例えば、Ａ静止画の場合、表示すべき映像の内容は、マトリクススイッチ６０を経由し
て、映像出力ボード７１の映像信号処理主要部４１及び４２（ｃｈ１及びｃｈ２）それぞ
れのフレームメモリ３に書き込まれているため、フレームメモリ３からの読み出し動作の
みで、違和感なく表示することができる。
【０１３８】
　図１１は図９及び図１０において、Ａ静止画（１０２４×７６８＠８０Ｈｚ）を入力映
像信号ＶＩ３１として入力し、映像入力ボード５１の映像信号処理主要部３１からマトリ
クススイッチ６０を経由し、最終的に映像出力ボード７１の映像信号処理主要部４１（ｃ
ｈ１）から出力映像信号ＶＯ４１としてＡ静止画（１９２０×１２００＠６０Ｈｚ）が出
力される流れを示した概略図である。図１１において、時刻ｔ２から省電力モードに切り
換わる状態を示している。
【０１３９】
　したがって、Ａ静止画に対する映像信号処理を行っている、映像入力ボード５１の映像
信号処理主要部３１（ｃｈ１）の全回路動作と映像出力ボード７１の映像信号処理主要部
４１及び４２（ｃｈ１及びｃｈ２）の入力部２による映像信号入力処理と変換部４による
フレームメモリ３への書き込み動作は不要となるため停止させることができる。
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【０１４０】
　この場合、例えば、使用者が外部制御手段１６を操作してＡ静止画を表示している映像
出力ボード７１の映像信号処理主要部４１及び４２に関し省電力モードを指示すれば、マ
イコン部１７の制御下で、映像出力ボード７１の映像信号処理主要部４１及び４２は勿論
、Ａ静止画に関連する映像入力ボード５１の映像信号処理主要部３１に対しても省電力制
御を行うことができる。なぜなら、マイコン部１７は制御信号ＳＣ６０を出力しており、
マトリクススイッチ６０の切り換え内容も認識しているからである。
【０１４１】
　また、Ｂ静止画の場合も同様に、映像入力ボード５１の映像信号処理主要部３２（ｃｈ
２）の全回路動作と映像出力ボード７１の映像信号処理主要部３３及び３４（ｃｈ３及び
ｃｈ４）の入力部２の映像信号入力処理とフレームメモリ３への書き込み動作は不要とな
るので停止させることができる。
【０１４２】
　次に、Ｃ動画１とＣ動画２が、処理されている映像入力ボード５１の映像信号処理主要
部３３及び３４（ｃｈ３及びｃｈ４）並びに映像出力ボード７２の映像信号処理主要部４
１及び４２（ｃｈ１及びｃｈ２）は、全ての回路を動作させておく。
【０１４３】
　また、Ｄ静止画の場合も同様に、映像入力ボード５２の映像信号処理主要部３１（ｃｈ
１）の全回路動作と映像出力ボード７２の映像信号処理主要部３３及び３４（ｃｈ３及び
ｃｈ４）の入力部２の映像信号入力処理とフレームメモリ３への書き込み動作は不要とな
るので停止させることができる。
【０１４４】
　さらに、映像入力ボード５２の他のチャンネルには入力がないため、映像信号入力ボー
ド２そのものの動作を一括して停止させることができる。
【０１４５】
　以上のように、実施の形態５の映像信号処理装置５００は動作するため、省電力モード
の場合には、入力される映像信号の種類や接続状態に応じて、不要な回路の部分や、不要
なチャンネル、および不要なボードの動作を停止させることにより、大幅に消費電力を削
減することができる。
【０１４６】
　さらに、不要な部分の動作を停止させることにより、実施の形態３および実施の形態４
で説明したように、映像信号処理装置５００内のセット内温度を下げることができるため
、ファン速度制御部９を制御して、ファン８の回転速度を下げて、効果的に冷却すること
により、さらに消費電力を削減することが可能である。また、実施の形態３および実施の
形態４と同様に、ファン８の回転速度を下げることによりファン８の長寿命化によって映
像信号処理装置５００全体の長寿命化を図ることもできる。
【０１４７】
　このように、実施の形態５の映像信号処理装置５００におけるマイコン部１７は、動作
モード信号ＳＣ１６及び制御信号ＳＣ６０の制御内容（マトリクススイッチ６０の切り換
え内容）に基づき、映像入力ボード５１～５ｎそれぞれの映像信号処理主要部３１～３４
及び映像出力ボード７１～７ｍそれぞれの映像信号処理主要部４１～４４に対して、映像
信号処理主要部単位に独立して省電力制御を実行している。
【０１４８】
　このため、実施の形態５の映像信号処理装置５００は、映像入力ボード群５０及び映像
出力ボード群７０内の各映像信号処理主要部の処理に悪影響を与えることなく、装置全体
の消費電力を削減することができる。
【０１４９】
　さらに、実施の形態５の映像信号処理装置５００におけるマイコン部１７は、映像入力
ボード５１～５ｎ及び映像出力ボード７１～７ｍ単位で一括して省電力制御を実行するこ
とができるため、効率的に省電力制御を効率的に行うことができる効果を奏する。
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【０１５０】
　上述した実施の形態５では、静止画を処理するチャンネルは、実施の形態１で示したよ
うに不必要な回路を停止させ、動画を処理するチャンネルは通常動作を行う場合について
説明したが、これに限るものではない。例えば、動画を処理するチャンネルについても、
省電力モードで動作させ、実施の形態２で示したように一定間隔で表示内容を更新するこ
と、使用環境や用途によって、各ボードの各チャンネルの動作モードを使い分けて使用し
てもよい。
【０１５１】
　また、上述した実施の形態５では、映像入力ボード５ｉおよび映像出力ボード７ｊとも
、映像信号処理主要部を４チャンネル搭載した一例について説明したが、必ずしも４チャ
ンネルである必要はなく、各ボードのチャンネル数は任意のチャンネル数としてもよい。
【０１５２】
　また、上述した実施の形態５では、図９及び図１０では、映像入力ボード５ｉおよび映
像出力ボード７ｊをそれぞれ２枚搭載した例について説明したが、任意の枚数で構成して
もよい。
【０１５３】
　また、上述した実施の形態５では、実施の形態３および実施の形態４と同様に、複数の
ファンおよびファン速度制御部を設けた構成にして、特定のファンのみ速度の回転数を下
げ、それ以外のファンの回転数の速度はそのままなど、映像入力ボード５ｉと映像出力ボ
ード７ｊの枚数やセット内における配置に応じて、効果的に冷却することにより、映像信
号処理装置の動作を安定させつつ、消費電力を下げることも可能である。
【０１５４】
　また、上述した実施の形態５では、実施の形態３および実施の形態４と同様に、ファン
による空冷ではなく、他の冷却方法、例えばペルチェ素子等による冷却方法でも、同等の
効果を得ることができる。
【０１５５】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、
各実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１５６】
　本発明の映像信号処理装置の活用例として、長時間映像を表示するための映像信号処理
装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１５７】
　１，１１，１４，１７　マイコン部、２　入力部、３　フレームメモリ、４　変換部、
５　出力部、６，１２，１５，１８　電源部、７，１３，１６　外部制御手段、８　ファ
ン、９　ファン速度制御部、２０～２４，３１～３４，４１～４４　映像信号処理主要部
、５１～５ｎ　映像入力ボード、６０　マトリクススイッチ、７１～７ｍ　映像出力ボー
ド、１００～５００　映像信号処理装置。
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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